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１． はじめに  

 問題解決の過程において、自分自身が行う行

為の理由を説明できることは、論理的に問題解

決を行うための基本である。筆者らは、メタ認

知方略の 1 つとして知られている自己説明に注

目して、算数文章題における自己説明の効果を

研究している[2]。ここで言う自己説明とは、算

数文章題の解決過程をいくつかのステップに分

けた場合、各ステップが、なぜそのようになる

のかを説明する行為をいう。自己説明による問

題解決方略を身につけた生徒は、直接学習した

以外の文章題や他の教科の学習においても高い

パフォーマンスを達成するであろうことが期待

される。先行研究として、物理や幾何学の分野

での自己説明による問題解決の研究がある[1]。

われわれは、むしろ自己説明の転移効果に重点

を置いて研究を進めている。自己説明上位群

（自己説明が上手くできる生徒集団）と下位群

において、転移テストで有意差が見られること

を、これまでの研究で明らかにしてきたが、自

己説明能力の訓練は生徒の個別指導が必要で、

学校現場で教師が行うには負担が大きすぎる。 

そこで、今回は、これまでの研究成果を踏ま

え、効果的な指導支援を行うためのコンピュー

教材ソフトの開発を行い、その効果を実験する。 

２． 開発理念 

 このソフトは小学 5 年生の学習内容である

「割合」に関する文章題の学習ソフトあるが、

このソフトを利用することで、自己説明のプロ

セスをたどりながら、問題解決につながるよう

に既有の知識を構成しなおす能力を身につける

ことができるように期待している。つまりこの

ソフトの目的は、「割合」に関する文章題を題

材にしているが、自己説明という活動を通して

他の文章題の解決にも応用できるような知識の

構成法を身につけさせる点にある。 

一般に学習ソフトでは、問題に対する正答を用

意しておき学習者の回答と比較してその正誤を

判定するタイプがほとんどである。ここでは、 
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考え方の訓練を目的にしているため、誤りの判

断はできるだけ学習者自らが行えるようにして

いる。正誤の判定をコンピュータが行うよりも、

学習者自らが、自分の考えの誤りに気づきそれ

を修正する行為を行うことによって、主体的な

学習が促進されるものと思われる。 

自己説明は本来、自然語で成されるべきであ

るが、これまでの実験の経験から、学習者であ

る小学校５、６年生の児童が、自己の考えを自

然語で表現することは非常に難しい（アドバイ

ザがいて、意見を引き出すことをしないと回答

が得られない）、コンピュータによる自然語理

解も容易でないなどの点を考慮して、多肢選択

を用いた。学習者はマウス操作と数値の入力だ

けの操作でこのソフトウェアを使用できる。こ

うした、多肢選択による自己説明の試みが、ど

の程度、自己説明能力の訓練になるか、実験を

通して明らかにしてゆきたい。 

本ソフトでは、まず、問題を理解する過程と

して、求めるものと、文中で与えられている値

を質問し、それらがどの問題文からわかるかを

問うことにした。これらの質問に誤って解答す

ることは、問題を注意深く読んでいないと考え

られるので、生徒が正解するまで何度でも問い

直すことにした。 

 さらに、問題文に現れる割合の値に注目させ、

その割合について、「もとにする量」は何で、

「比べる量」（その割合に相当する量）は何か

を問うことにした。問題文を読んで、どれが

「もとにする量」でどれが「比べる量」かを見

分けることが困難な子どもが多いと思われるが、

この点を間違えると割合の問題は解けない。本

ソフトでは、この段階で正答の検査は行わず、

もう少し進んだ段階で、線分図を利用して、学

習者自らが自分の誤りに気づいて修正させるこ

とにした。 

３．ソフトウェアの説明 

プログラムの実行の流れは、次の通りである。 

１） 求めるものを問う。 

２） 問題の中で、わかっている項目の値を問う。

これらについては、問題を読めばわかる質

問であるため、誤答であれば再入力を促す。 

The Effect of  an Instructional Material on Self-Explanation 
†Narao Nakatsu: Dept. of Information Sciences, Aichi Univ. of 
Education 
‡Hidetsugu Tajika:Dept. of School Education,Aichi Univ. Edu. ３） 問題文に現れる割合の値それぞれについて、

4-433

6H-1

情報処理学会第68回全国大会



「もとにする量」と「比べる量」が何であ

るかを問う。この場合も、1,2)と同様に、

問題文のどの行からそれが読み取れるかを

問う。ただし、誤答である場合でもそのこ

とを知らせずに、誤答のままで以下の処理

を続ける。 

４） 簡単な問題の場合は、1)～3)で得られた情

報と、割合の公式（3 種類の中の１つ）から、

未知の量を求めることができる。しかし、

難しいとされる問題では、1)～3)で得られ

た情報だけではどの量も新規に求めること

ができないので、それ以外に、項目間に成

り立つ関係式を利用しなければならない。 

５） 計算可能な未知の量が見つかった場合は、

その量を求める方法を学習者に問う。この

場合、項目間の関係を明らかにするため、

計算機は線分図を自動的に生成し、線分図

で表現される項目間の関係が、問題文と一

致しているかどうかの問い合わせを行う。

この様子を下に示す。この線分図をみて、

学習者は自分の割合に対する解釈が妥当で

あったかそうでなかったかを判断すること

ができる。誤った線分図が得られた場合は、

学習者は再度３）に戻って、解釈をやり直

すことになる。 

６） 線分図が正しければ、自分の解釈が正しか

ったと判断できるため、５）で示された未

知の量を計算する。線分図を参照すれば、

割合の公式を適用するための項目間の関係

が一目で理解でき、立式も容易に行えると

考えられる。 

７）６）で計算した未知の量が「求めるもの」

であれば、文章題が解けたことになる。そ

うでなければ、新しく求まった値を新たな

情報として登録し、その後再び４）に戻っ

て、他に計算可能な未知の量を探す。 

4)～7）を繰り返すことによって、問題に現れる

未知の量を順次求めてゆくうちに「求めるも

の」が計算される。割合の公式を適用する場合

には、どの情報を使ってその公式が適用できる

かを明らかにするため、学習者は、ウィンドウ

に表示されている情報履歴の中の、どの情報を

利用したかを番号で入力するように求められる。 

４．実験計画 

 小学６年生（割合の基礎は 5 年生で既習）を

対象に、本ソフトを利用する群と、ソフトを利

用しないで、代わりに教師が同一内容の解説を

行う群に分ける。その後両群とも、割合に関す

る同一の授業を行った後、各群に対して、同一

のテスト（割合に関する文章題）を行う。さら

に、一定期間をおいて、一般的な算数文章題の

テストを行い、それらの成績を分析する。ソフ

トの利用時間は 20 分程度である。 
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